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地
方
の
医
師
不
足

を
解
消
さ
せ
る
た
め

に
、
卒
後
研
修
制
度

の
見
直
し
が
行
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

主
な
変
更
内
容
は
、

研
修
期
間
を
二
年
間
か
ら
実
質

一
年
化
さ
せ
る
こ
と
、
必
修
研

修
科
目
を
内
科
、
救
急
、
地
域

医
療
の
三
科
目
だ
け
に
す
る
こ

と
（
外
科
、
産
婦
人
科
、
精
神

科
、
小
児
科
は
除
外
）、
都
道

府
県
ご
と
に
募
集
定
員
の
総
枠

を
決
め
る
こ
と
、
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
二
〇
〇
四
年
に
始

ま
っ
た
卒
後
研
修
制
度
の
目
的

は
、
研
修
医
の
身
分
や
給
与
の

保
障
を
す
る
こ
と
、
ど
の
医
師

で
も
あ
る
程
度
の
基
礎
的
な
臨

床
能
力
を
身
に
つ
け
、
全
人
的

な
医
療
を
学
び
、
も
っ
て
国
民

の
利
益
に
資
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
今
回
の
制
度
見
直
し

は
、
研
修
医
を
大
学
に
集
中
さ

せ
、
義
務
化
以
前
の
医
師
派
遣

機
能
を
復
活
さ
せ
、
地
方
の
医

師
不
足
を
解
消
さ
せ
る
の
が
ね

ら
い
だ
。

し
か
し
、
国
は
本
質
を
見
誤

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ま
で
の
五
年
間
の
十
分
な
検
証

も
行
わ
ず
、
研
修
医
や
国
民
の

声
も
聞
か
ず
、
政
治
主
導
で
変

更
し
て
し
ま
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。今
、研
修
医
に
求
め
ら

れ
て
い
る
基
礎
的
な
臨
床
能
力

を
一
年
で
習
得
す
る
こ
と
は
と

て
も
困
難
で
あ
る
こ
と
、
大
学

の
医
師
派
遣
機
能
が
復
活
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
は
な
は
だ
疑

わ
し
い
こ
と
、
何
よ
り
も
国
民

の
た
め
と
な
る
全
人
的
な
医
療

を
学
ぶ
機
会
が
、
こ
の
見
直
し

に
よ
っ
て
後
退
し
て
し
ま
わ
な

い
か
、医
療
者
、国
民
一
人
ひ
と

り
が
考
え
る
べ
き
時
だ
と
思
う
。

今月の会員数／1021人（医科725人・歯科296人） 
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四
月
四
日
（
土
）
午
後
六
時

よ
り
、
金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
石
川
県
立
中
央
病
院
歯
科

口
腔
外
科
診
療
部
長
・
宮
田
勝

先
生
を
講
師
に
『
抗
血
栓
療
法

患
者
な
ら
び
に
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ

ー
ト
系
薬
剤
投
与
患
者
に
対
す

る
抜
歯
等
の
観
血
的
処
置
の
留

意
点
と
医
科
歯
科
連
携
の
ポ
イ

ン
ト
を
考
え
る
』
の
演
題
で
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

以
下
、
そ
の
要
旨
。

抗
血
栓
療
法
が
必
要
な
疾
患

は
、
心
疾
患
（
心
不
全
・
狭
心

症
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
）、

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
、

血
管
疾
患
な
ど
で
あ
り
、
使
用

さ
れ
る
代
表
的
な
薬
品
は
、
抗

凝
固
薬
（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
な

ど
）・
抗
血
小
板
薬
（
バ
イ
ア

ス
ピ
リ
ン
・
パ
ナ
ル
ジ
ン
な

ど
）・
血
栓
溶
解
剤
の
三
種
類

が
あ
る
。

歯
科
の
観
血
的
小
手
術
の
際

に
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
、
特
に
抗

凝
固
薬
で
あ
る
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン

の
服
用
を
中
止
し
て
抜
歯
を
行

う
の
が
通
常
の
選
択
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
近
年
は
服
用
中
止

に
よ
る
副
作
用
（
心
疾
患
・
脳

梗
塞
な
ど
の
原
疾
患
）
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
医
科

と
歯
科
の
連
携
が
強
く
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

抗
凝
固
療
法
は
血
液
が
凝
固

す
る
時
間
を
正
常
時
の
二
倍
前

後
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
近
年
そ
の
指
標
と

し
て
国
際
的
に
標
準
化
さ
れ
た

『P
T
-IN
R

』
値
が
血
液
凝
固

能
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際

の
抜
歯
時
の
二
十
四
時
間
前
ま

で
に
こ
の
検
査
を
行
い
、
三
・

〇
程
度
の
適
応
数
値
内
で
あ
れ

ば
、
薬
剤
を
中
止
せ
ず
抜
歯
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
示
さ
れ

た
。ま

た
、
感
染
性
心
内
膜
炎
の

予
防
と
し
て
の
抗
菌
薬
の
使
用

は
薬
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
も
違

う
が
、
一
回
（
一
日
）
程
度
な

ら
抗
凝
固
状
態
を
変
動
さ
せ
な

い
が
、
三
〜
四
日
の
投
薬
の
場

合
は
腸
管
内
細
菌
に
影
響
を
与

え
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
を
招
き

後
出
血
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ス
ピ
リ
ン
等
の
抗
血
小
板

薬
を
低
用
量
（
一
日
百
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
下
）
で
用
い
て
い
る
場

合
に
は
局
所
止
血
で
通
常
抜
歯

は
可
能
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ

た
。ま

た
、
実
際
に
ワ
ー
フ
ァ
リ

ン
を
休
薬
し
て
処
置
を
し
た
ケ

ー
ス
で
、
後
に
合
併
症
を
発
現

し
た
報
告
も
あ
り
、
休
薬
に
対

し
て
は
、
歯
科
医
師
側
は
骨
削

を
伴
わ
な
い
普
通
抜
歯
で
あ
れ

ば
服
薬
継
続
下
で
行
う
旨
を
医

師
側
に
積
極
的
に
伝
え
、
認
識

の
共
有
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。ビ

ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬
剤

（
以
下
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
と
略
）
は

骨
粗
鬆
症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

乳
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
の
治

療
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
近

年
特
に
抜
歯
後
の
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤

関
連
顎
骨
壊
死
（
以
下
Ｂ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
と
略
）
が
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
。発

症
す
る
頻
度
は
低
い
が
、

一
旦
発
症
す
る
と
深
刻
な
状
況

に
陥
る
た
め
、
先
ほ
ど
の
抗
血

栓
薬
療
法
の
問
題
と
同
じ
く
、

医
科
・
歯
科
の
共
通
認
識
が
強

く
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
典
型
的
な
臨

床
症
状
は
疼
痛
・
軟
組
織
の
腫

脹
及
び
感
染
・
歯
の
動
揺
・
排

膿
・
骨
露
出
な
ど
で
あ
り
、
発

生
機
序
は
詳
し
く
分
か
っ
て
い

な
い
が
、
骨
代
謝
回
転
抑
制
や

血
管
新
生
抑
制
作
用
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
多
く
は
抜
歯
部
位
で

発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
抜
歯

後
二
年
を
経
過
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｊ
に
至
っ
た
例
も
あ
る
。

Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
に
は
注
射
薬
と

経
口
薬
が
あ
る
が
、
経
口
薬
よ

り
注
射
薬
で
の
発
症
が
多
く
認

め
ら
れ
る
。

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
が
起
き
て
し
ま

っ
た
場
合
の
対
応
で
は
、
程
度

の
差
に
応
じ
て
、
含
嗽
・
広
域

抗
菌
剤
投
与
・
腐
骨
除
去
な
ど

が
行
わ
れ
る
が
、
難
治
性
で
あ

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
一
生
治

癒
し
な
い
こ
と
も
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

現
在
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
を
防
ぐ
確

固
た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
な
い

が
、
米
国
口
腔
外
科
学
会
の
提

言
で
は
、
経
口
Ｂ
Ｐ
製
剤
投
与

期
間
が
三
年
未
満
で
コ
ル
チ
コ

ス
テ
ロ
イ
ド
の
併
用
が
あ
る
場

合
、
あ
る
い
は
経
口
Ｂ
Ｐ
系
製

剤
服
用
が
三
年
以
上
の
場
合

は
、
抜
歯
な
ど
の
歯
科
処
置
前

少
な
く
と
も
三
カ
月
間
は
Ｂ
Ｐ

系
製
剤
服
用
を
中
止
し
、
処
置

部
位
の
骨
が
治
癒
傾
向
を
認
め

る
ま
で
服
用
を
再
開
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
口
腔
外
科
学
会

で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
発
生
を

防
ぐ
最
善
の
方
法
は
、
口
腔
衛

生
を
よ
く
保
つ
こ
と
と
、
定
期

的
な
歯
科
検
診
な
ど
の
デ
ン
タ

ル
ケ
ア
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

あ
る
と
示
さ
れ
た
。

本
講
演
会
は
土
曜
日
の
夜
の

開
催
で
あ
っ
た
が
、
歯
科
医
師

三
十
八
人
、
医
師
三
人
、
デ
ン

タ
ル
ス
タ
ッ
フ
四
人
、
合
計

四
十
五
人
の
多
数
の
参
加
が
あ

り
、
表
記
治
療
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

抗血栓療法患者の歯科観血的処置 
その医科歯科連携について学ぶ 

歯科部員　宮田　英利（金沢市・歯科） 

抗血栓療法患者の歯科観血的処置 
その医科歯科連携について学ぶ 

シリーズ第１回 
歯科に必要な一般医学の講演会 

ホームページに会員の 
写真を募集します 

 

　保険医協会ホームページのトップページに、
会員の写真を募集します。 
　題材は、先生の地域の自然をテーマにした
ものや患者さんの庭に咲いた季節の花々など、
石川県内の季節感のある写真です。 
　写真に１００字～２００字程度の写真説明を付
けて、協会事務局までメールでお送りください。
掲載期間や更新頻度は、２～３週間から１カ月程
度を予定しています。 

；
お問い合わせ・送り先は下記へ 

 講師の県立中央病院歯科口腔外科診療部長・宮田勝先生

歯科医師38人、医師３人、デンタルスタッフ４人の合計45人が参加
（４月４日・金沢都ホテル）

保
険
医
年
金
・
グ
ル
ー
プ
保
険　

た
だ
今
、
募
集
中

※
詳
し
く
は
７
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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の
早
期
発
見
や
脳

血
管
疾
患
の
予

防
・
診
断
、
そ
し

て
術
後
の
慢
性
期

の
管
理
な
ど
を
精

力
的
に
行
っ
て
い

る
と
い
う
内
容
で

し
た
。

参
加
人
数
は
十

人
あ
ま
り
と
い
う

こ
じ
ん
ま
り
し
た

会
で
す
が
、
フ
ロ

ア
か
ら
も
多
く
の

質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
方
々
は
、
専

門
こ
そ
違
い
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
画
像
を
用
い
、
あ
る

い
は
顕
微
鏡
を
実
際
に
見
せ
る

な
ど
の
視
覚
に
訴
え
る
工
夫
を

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険

医
協
会
に
対
し
て
は
点
数
関
連

の
こ
と
は
大
い
に
役
立
つ
が
、

主
張
が
や
や
偏
向
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
も
受

け
、
主
催
者
側
と
し
て
も
大
い

に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で

す
。ま

だ
ま
だ
内
容
の
紹
介
も
不

十
分
で
す
が
、
来
月
号
か
ら
は

各
氏
の
発
表
内
容
の
要
旨
が
掲

載
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
九
年
度
の
第
一
回
保

団
連
研
究
部
会
が
、
四
月
十
二

日
、
東
京
新
宿
に
あ
る
保
団
連

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
森
担

当
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き

続
き
、
午
前
中
は
恒
例
の
各
地

の
研
究
会
活
動
報
告
と
検
討
が

行
わ
れ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
二
〇
〇

八
年
度
第
七
回
歯
科
部
会
報
告

を
中
心
に
、
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
特
に
『
歯
科
に
必
要

な
一
般
医
学
の
講
演
会
』
は
、

全
七
回
を
予
定
し
、
す
で
に
第

一
回
目
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

会
員
の
関
心
を
引
い
た
こ
と
。

さ
ら
に
は
シ
リ
ー
ズ
全
体
を
冊

子
化
す
る
予
定
で
、
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
る
企
画
に
な
る
だ

ろ
う
と
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
石
川
協
会
歯
科
部
会

の
『
歯
周
病
と
糖
尿
病
の
研

究
』
準
備
に
関
す
る
報
告
の

後
、
参
加
者
か
ら
、
第
一
段
階

は
少
数
の
参
加
者
で
純
粋
に
研

究
タ
イ
プ
と
し
て
進
め
る
な
ら

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
は
多
く
の
項
目

が
盛
り
込
ま
れ
て
も
良
い
が
、

最
終
段
階
で
、
可
能
な
限
り
多

く
の
開
業
医
科
歯
科
会
員
に
参

加
を
求
め
る
な
ら
、
項
目
を
で

き
る
だ
け
絞
り
、
参
加
者
に
負

担
を
か
け
な
い
内
容
に
す
る
ほ

う
が
よ
り
成
功
率
が
高
く
な

る
・
・
・
と
の
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

乳
歯
幹
細
胞
バ
ン
ク
講
演
会
は

ユ
ニ
ー
ク
で
い
ろ
ん
な
意
味
で

関
心
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。本

年
度
の
医
療
研
究
集
会

は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
が
、『
医
科

歯
科
連
携
し
た
研
究
と
日
常
診

療
の
工
夫
』
が
新
し
い
分
科
会

と
し
て
誕
生
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
全
国
か
ら
『
ビ
ス
ホ
ス

ホ
ネ
ー
ト
と
顎
骨
壊
死
』・『
歯

周
病
と
糖
尿
病
』・『
抗
凝
固
剤

と
歯
科
観
血
処
置
』
な
ど
の
演

題
を
募
集
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。ま

た
、
過
去
三
万
人
の
デ
ー

タ
を
集
め
た
『
血
圧
の
研
究
』

『
専
門
医
と
一
般
医
の
糖
尿
病

治
療
』
な
ど
の
よ
う
な
、
保
団

連
研
究
部
会
と
し
て
取
り
組
む

に
価
す
る
大
規
模
研
究
の
テ
ー

マ
を
、
広
く
全
国
か
ら
募
集
す

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

全
国
の
研
究
会
活
動
を
さ
ら

に
活
性
化
す
る
た
め
に
、
全
国

の
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
学
術

研
究
関
係
記
事
を
集
め
、
分
か

り
や
す
く
加
工
し
た
後
に
『
切

り
抜
き
集
』
と
し
て
関
係
部
署

に
配
布
活
用
す
る
案
も
了
承
さ

れ
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
保
団
連
に

月
例
報
告
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

資
料
か
ら
、
協
会
研
究
活
動
一

覧
が
作
成
さ
れ
、
全
国
の
協
会

に
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
開
催

後
の
主
催
協
会
コ
メ
ン
ト
・
評

価
が
な
く
参
考
に
す
る
に
困
難

だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
改
善

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

保
団
連
研
究
部
は
、
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
て
確
実
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

石
川
協
会
の
多
彩
な
活
動
を
報
告 

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町･

歯
科
） 

二
〇
〇
九
年
度
第
一
回
保
団
連
研
究
部
会 

二
〇
〇
九
年
度
第
一
回
保
団
連
研
究
部
会 

全
国
の
研
究
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て 

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市･

内
科
） 

三
人
の
新
規
開
業
会
員
の
講
演
で
 

フ
ロ
ア
と
の
熱
心
な
意
見
交
換
が
 

第
十
七
回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

今
年
度
第
二
回
目
の
理
事

会
は
、
集
ま
り
も
よ
く
定
刻

の
午
後
七
時
半
に
始
ま
っ

た
。ま

ず
、
総
務
部
か
ら
、
前

回
の
理
事
会
以
降
三
人
の
入

会
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
年

度
組
織
拡
大
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
全
国
的

に
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
中
で
、
石
川
協
会
に
お
け

る
歯
科
の
会
員
増
加
は
著
し

く
、
保
団
連
で
も
そ
の
活
動

内
容
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
、

今
後
行
わ
れ
る
講
演
会
、
勉

強
会
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
が
、
能
登
の
先
生
か
ら

講
演
会
を
聞
き
た
く
て
も
遠

く
て
行
け
な
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
地
域
格
差
が
で
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ

た
。医

療
福
祉
部
か
ら
は
、
四

月
十
二
日
、
日
本 

Ａ
Ｌ
Ｓ

協
会
会
長
の
橋
本
操
氏
を
招

い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
回

「
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
」

に
、
百
二
十
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
大
好
評
で
あ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

要
介
護
認
定
制
度
変
更
に
よ

る
影
響
調
査
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら

は
、
診
療
報
酬
関
連
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ

と
、
医
系
技
官
に
関
す
る
持

論
の
検
討
、
さ
ら
に
今
年
行

わ
れ
る
文
化
企
画
の
報
告
が

あ
っ
た
。
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
、
こ
れ
か
ら
会
員

に
役
立
つ
情
報
を
ど
ん
ど
ん

提
供
し
て
い
く
予
定
な
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

【
牛
村　

記
】

（4月2 1日開催・12人出席） 

第2回理事会点描 

目立つ歯科の 
会員増加 

目立つ歯科の 
会員増加 

左から司会の三宅理事、津山博先生、中村喜久先生、能崎純一先生
（４月22日・金沢都ホテル）

各講師からは、それぞれ興味深い内容の講演が行われた

▲
2
一
角
△
同
玉
▲
1
一
角

成
△
3
二
玉
▲
2
一
馬
△
同

竜
▲
4
二
金
ま
で
7
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
2
一
角
を
△
同
竜

は
▲
4
二
金
ま
で
。
以
下
有

名
な
手
筋
の
連
発
で
▲
1
一

角
成
か
ら
▲
2
一
馬
で
ピ
ッ

タ
リ
で
す
。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 イ
 

4 3
1

5

2

5（
問
題
は
12 
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
と
打
つ
の
が
大
切
な
手
順
。

白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。
黒
1
で
先

に
3
は
白
4
黒
1
白
イ
で
白
生
き
。
ま

た
黒
1
で
イ
は
白
1
で
白
生
き
で
す
。
 

し
た
。
今
回
は
津
山
博
先
生

（
白
山
市
・
外
科
）、
中
村
喜
久

先
生
（
金
沢
市
・
内
科
）、
能

崎
純
一
先
生
（
加
賀
市
・
脳
外

科
）
の
三
人
の
先
生
方
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
専

門
領
域
・
開
業
地
区
が
い
ず
れ

も
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
豊
か
な
興
味
深
い

内
容
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
の
津
山
先
生
は
、
消
化

器
外
科
医
と
し
て
の
ご
勤
務
経

験
を
活
か
し
て
、
主
と
し
て
下

部
消
化
管
疾
患
の
診
断
・
治
療

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ご

自
身
で
数
多
く
の
手
術
も
手
掛

け
な
が
ら
、
そ
の
道
の
第
一
人

者
の
手
術
を
見
学
に
出
向
き
、

積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
し

て
、
常
に
研
鑽
を
怠
ら
な
い
姿

勢
を
や
さ
し
い
言
葉
で
語
ら
れ

ま
し
た
。

二
人
目
の
中
村
先
生
は
、
開

業
の
道
を
選
ん
だ
経
緯
、
そ
の

後
の
資
金
面
や
労
務
管
理
上
の

ご
苦
労
を
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
に

満
ち
た
語
り
口
で
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
思
い
当
た
る
こ
と
が
多

い
た
め
か
、
会
場
で
は
う
な
ず

き
な
が
ら
聞
き
入
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
開
業

を
目
指
す
先
生
方
に
も
、
ぜ
ひ

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
講
演
で

し
た
。

最
後
の
能
崎
先
生
は
脳
神
経

外
科
の
専
門
医
で
す
が
、
通
常

の
画
像
診
断
に
加
え
、
お
得
意

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を
駆

使
し
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
脳
腫
瘍

四
月
二
十
二
日
（
水
）、
金

沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
十
七

回
「
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演･

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
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医
系
技
官
は
、
医

師
・
歯
科
医
師
の
資
格

を
有
し
、
医
療
や
公
衆

衛
生
の
分
野
で
活
動
す

る
医
（
歯
）
学
部
卒
後

五
年
未
満
に
厚
生
労
働

省
に
採
用
さ
れ
た
公
務
員
で
あ
る
。

今
、
厚
労
省
を
中
心
に
約
二
百
五
十

人
在
籍
し
て
い
る
。
医
療
は
専
門
性

が
高
く
、
い
わ
ゆ
る
事
務
系
キ
ャ
リ

ア
が
分
か
ら
な
い
分
野
が
、
彼
ら
の

活
動
の
場
で
あ
る
。
だ
が
、
期
待
さ

れ
る
よ
う
な
働
き
を
し
て
る
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
身
近
で
切

実
な
診
療
報
酬
制
度
を
例
に
取
り
、

考
え
て
み
る
。

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
関
し
、

保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者

が
厚
労
省
に
出
向
き
、
担
当
医
系
技

官
に
直
接
改
善
要
望
を
し
た
が
、
そ

の
一
つ
に
「
在
宅
で
の
胃
瘻
チ
ュ
ー

ブ
の
交
換
を
、
手
技
と
し
て
認
め
て

欲
し
い
」
と
の
切
実
な
要
望
が
あ
っ

た
。
が
、
実
際
の
改
定
で
、
何
と

「
画
像
診
断
の
元
で
」
と
の
縛
り
が

つ
い
た
。

同
じ
く
前
回
の
改
定
で
、
外
来
管

理
加
算
の
五
分
ル
ー
ル
が
唐
突
に
設

定
さ
れ
た
。
歯
科
で
も
、
前
々
回
の

改
定
で
指
導
料
算
定
に
、
患
者
に
説

明
文
書
を
交
付
す
る
ル
ー
ル
が
設
定

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
現
場
に
大
き
な

混
乱
と
反
発
を
生
み
、
直
ち
に
改
善

要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。

診
療
報
酬
の
ほ
か
に
も
仕
事
の
範

囲
は
広
く
、
医
師
・
歯
科
医
師
数
の

設
定
、
医
道
審
議
会
な
ど
で
の
行
政

処
分
の
決
定
、
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
の
運
営
、
臨
床
研
修
医
制
度

の
運
営
、
医
療
過
誤
や
医
療
安
全
の

問
題
な
ど
、
厚
生
労
働
分
野
で
広
範

な
職
務
と
権
限
を
持
つ
。

し
か
し
、
今
、
彼
ら
の
担
当
分
野

で
極
め
て
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
、

医
療
崩
壊
と
言
わ
れ
る
状
況
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
招
い

た
こ
と
は
、
彼
ら
に
大
き
な
責
任
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
背
景
と
し

て
、
未
熟
な
臨
床
経
験
、
官
僚
と
し

て
の
自
己
保
身
と
権
益
拡
大
、
予
算

要
求
な
ど
、
厚
生
労
働
行
政
の
根
幹

の
と
こ
ろ
は
、
事
務
系
キ
ャ
リ
ア
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
省
内
力
学
な
ど
が

あ
る
と
考
察
す
る
。

現
実
の
問
題
と
し
て
、
彼
ら
と
臨

床
現
場
の
わ
れ
わ
れ
と
の
直
接
の
接

点
は
少
な
く
、
関
心
は
薄
い
。
が
、

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
。
昏
迷
し
た

厚
労
省
の
諸
政
策
の
改
革
に
、
医
系

技
官
制
度
に
も
当
然
メ
ス
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
医
系

技
官
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
彼
ら
と

積
極
的
な
対
話
を
試
み
た
り
、
ま

た
、
広
く
国
民
に
本
制
度
の
現
状
と

問
題
点
を
訴
え
、
国
民
の
福
祉
・
健

康
増
進
に
貢
献
す
る
よ
う
な
医
系
技

官
制
度
改
革
を
提
言
し
た
い
。

急
が
れ
る
 医
系
技
官
制
度
 改
革
 

医
療
崩
壊
を
招
い
た
責
任
大
 

橋本さんのご意見は、口唇とまぶたの僅かな動きを読み取る
通訳の方の巧みなサポートで伝えられた

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
（
続

編
）
第
二
回
が
、「『
患
者
と
人

権
』
か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち

を
語
る　

〜
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
病

が
課
し
た
人
類
へ
の
課
題
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
四
月
十
二

参加した120人の参加者からは、「とにかく、橋本さんの存在に圧倒された」との
感想が寄せられた

ALS患者の橋本操さん招き 
社会保障セミナーを開催 

理事　大川　義弘（金沢市・内科） 

ALS患者の橋本操さん招き 
社会保障セミナーを開催 

「存在に圧倒された」と参加者 

核戦争を防止する石川医師の会・特別企画（自主上映会） 

─反核映画祭─ 

「夕凪の街 桜の国」 
監督：佐々部清／原作：こうの史代 
出演：田中麗奈、麻生久美子、中越典子ほか 

と　き 2009年 6月21日（日）13：30～15：30
ところ 石川県教育会館3階ホール 

金沢市香林坊1-2-40　TEL 076-222-1241

参加費 無料 

核戦争を防止する石川医師の会 
http://www.ippnw-ishikawa.jp/

※当日は、会場にて原爆症認定訴訟の 
　支援カンパをお願いします。 

主　催 

日
、
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
か
れ
ま

し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
日
本
Ａ
Ｌ

Ｓ
協
会
会
長
の
橋
本
操
さ
ん
、

金
沢
大
学
地
域
創
造
学
類
教
授

の
井
上
英
夫
さ
ん
、
保
険
医
協

会
の
小
川
滋
彦
理
事
で
し
た
。

当
日
は
、
飛
び
入
り
の
方
が
予

想
以
上
に
多
く
、
百
二
十
人
の

参
加
と
な
り
、
大
盛
況
で
し

た
。「

橋
本
操
さ
ん
と
い
う
方
の

存
在
感
は
す
ご
い
で
す
ね
。
圧

倒
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う

参
加
者
の
こ
と
ば
が
、
今
回
の

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
の
す
べ
て

を
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

橋
本
さ
ん
は
、
ア
行
を
口
唇

の
わ
ず
か
な
動
き
で
示
し
、
次

い
で
子
音
を
通
訳
の
人
が
よ
み

あ
げ
る
ア
カ
サ
タ
ナ
と
か
イ
キ

シ
チ
ニ
を
ま
ば
た
き
で
示
し
、

一
文
字
一
文
字
つ
な
い
で
い
き

ま
す
。
四
百
文
字
を
入
力
す
る

の
に
一
週
間
か
か
る
と
い
う
の

も
頷
け
ま
す
。
当
日
、
資
料
と

し
て
『
医
師
と
私　

―

Ａ
Ｌ
Ｓ

と
医
師
と
私
の
二
十
三
年
』
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ａ
４
サ

イ
ズ
で
七
枚
で
す
か
ら
、
気
の

遠
く
な
る
作
業
だ
っ
た
と
、
ず

し
り
と
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
を
正
し
く
理
解
し
て
欲

し
い
」「
車
椅
子
生
活
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
手
段
と
し
て
車

椅
子
を
使
っ
て
い
る
だ
け
」

「
こ
こ
ま
で
し
か
で
き
な
い
の

で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で
で
き

る
」「
機
能
主
義
に
陥
ら
な
い

た
め
の
大
事
な
視
点
は
人
と
し

て
の
存
在
」
な
ど
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

口
唇
と
眼
瞼
が
わ
ず
か
に
動

く
の
み
で
、
経
鼻
胃
管
栄
養
チ

ュ
ー
ブ
が
鼻
腔
に
入
っ
て
お

り
、
人
工
呼
吸
器
が
作
動
し
、

流
涎
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
唾
液
を

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
ふ
き
と
っ
て
も

ら
う
橋
本
さ
ん
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の

定
義
か
ら
言
え
ば
終
末
期
で
す

が
、
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て

十
六
年
に
な
り
ま
す
。
人
為
的

に
定
義
さ
れ
る
終
末
期
と
は
一

体
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
対

す
る
、
大
き
な
疑
問
符
を
投
げ

か
け
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
終
末
期
に
関
す
る
厚
労
省

の
意
見
聴
取
に
出
か
け
て
い
く

こ
と
で
、
終
末
期
切
り
捨
て
の

方
向
に
対
す
る
大
き
な
「
抑
止

力
」
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

小
川
滋
彦
さ
ん
は
、
終
末
期

医
療
、
尊
厳
死
、
リ
ビ
ン
グ
ウ

ィ
ル
、
植
物
状
態
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
歴
史
的
に
振
り
返
り

つ
つ
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
倫
理
の
前
に
法
が
あ
る

と
の
信
念
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

井
上
英
夫
さ
ん
は
、
二
人
の

話
を
受
け
「
尊
厳
と
は
人
権
で

あ
る
」「
価
値
に
お
い
て
は
、

人
は
皆
、
平
等
で
あ
る
」「
自

己
決
定
と
い
っ
て
も
、
現
実
に

は
選
択
肢
の
な
い
と
こ
ろ
で
自

己
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
」
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
橋
本
操
と
い
う

存
在
に
圧
倒
さ
れ
た
二
時
間
半

で
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
桜
咲
く
四
月
の

生
ま
れ
で
、
講
演
会
前
日
、
介

護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
金
沢

城
へ
お
花
見
に
行
っ
て
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
桜
の
季
節
に
来

沢
で
き
た
こ
と
を
、
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ポ

ン
ち
ゃ
ん
と
い
う
犬
と
一
緒
に

来
沢
し
（
片
時
も
離
れ
ら
れ
な

い
仲
）、
井
上
英
夫
さ
ん
の
愛

犬
と
ご
対
面
に
な
っ
て
、
橋
本

さ
ん
の
表
情
が
と
て
も
優
し
く

に
こ
や
か
に
な
る
な
ど
、
金
沢

に
お
呼
び
し
て
本
当
に
双
方
と

も
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
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ところ定員参加対象講　　師講演会テーマと　　き

ホテル金沢
エメラルド

50
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

斉藤　典才・保険医協会理事
城北病院副院長

 
この 10 年で大きく変わった癌治療
癌の患者さんについて、歯科の先生に知っていただきたいこと

※詳しくは下面

  歯科に必要な一般医学の講演会③ ―基礎知識と最前線―  
5月 23日（土）
18時～21時

ホテル金沢
風月

50
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

名村　正伸氏
金沢循環器病院院長

 
虚血性心疾患の診断と治療Up-to-date
  歯科に必要な一般医学の講演会④ ―基礎知識と最前線―  6月 20日（土）

18時～21時

ホテル金沢
エメラルド

未定
歯科医師、
歯科衛生士等

工藤　浩司・保険医協会事務局次長『歯科保険診療便覧』説明会
＜予定＞

7月23日（木）
19時～21時

金沢都ホテル
兼六の間

50
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

松島　実氏
城北病院内科医長

 
感染症（院内感染や予防、インフルエンザ感染症など）（仮）
  歯科に必要な一般医学の講演会⑤ ―基礎知識と最前線―  7月 25日（土）

18時半～21時半

金沢都ホテル
加賀の間

50
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

小谷　岳春氏
NTT西日本金沢病院内科医長

 
血液・免疫・凝固（仮）
  歯科に必要な一般医学の講演会⑥ ―基礎知識と最前線―  9月　5日（土）

18時～21時

七尾サンライフプラザ
中ホール

100
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

高塚　茂行氏
金沢大学附属病院歯科口腔外科

医療安全対策に関する講演会（仮）9月 13日（日）
10時～12時

ホテル金沢
エメラルド

50
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

奥田　宏氏
ひろメンタルクリニック院長

 
精神科疾患領域（仮）
  歯科に必要な一般医学の講演会⑦ ―基礎知識と最前線―  9月 27日（日）

9時半～12時半

未定未定
歯科医師、医師、
歯科衛生士等

未定国際保健にかかわる講演会（仮）未定

未定未定未定未定混合診療に関する講演会（仮）未定

未定未定未定未定医院経営に関する講演会（仮）未定

未定未定未定未定歯科衛生士対象の講演会・講習会（仮）未定

今後の歯科関連講演会のご案内 今後の歯科関連講演会のご案内 今後の歯科関連講演会のご案内 

※必ず申し込みが必要です。TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

金沢都ホテル 7階 飛翔の間 

2009年 4月4日（土） 
18時～21時 

歯科に必要な一般医学の講演会 歯科に必要な一般医学の講演会 
－ 基礎知識と最前線 － 

血栓塞栓症の予防・治療に用いられる抗血栓薬には、経口抗凝固剤と抗血小

板薬があり、それぞれの代表薬は、ワルファリンとアスピリンである。抗凝固

療法下での抜歯は後出血が懸念されるため、薬剤を投与中止あるいは減量して

施行することが多かった。しかし、抜歯時にワルファリンを中止した場合、

0.9％に血栓・塞栓症が生じ、死亡の転帰をたどることがあるとの報告があり、

ワルファリン中断による血栓・塞栓症発症が問題になってきています。 

一方、ビスホスホネートは、悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症や多発性骨髄

腫による骨病変、乳癌、前立腺癌などの溶骨性骨転移、骨粗鬆症などに対して

投与され、骨量減少の改善に有用性の高い薬剤である。しかし、最近、発生頻

度は低いものの、抜歯等の外科的侵襲を契機に顎骨壊死が生じる症例の報告が

多くなされるようになりました。注射薬のみならず、経口薬でも生じており、

欧米の報告に比べ、本邦では経口薬での比率が高い傾向があります。 

患者さんに安全・安心な治療を提供するためには、医科・歯科の共通認識の

構築することが必要不可欠です。そのためには、医師と歯科医師間で綿密な情

報交換を行いながら、治療を進め、合併症の発現を抑制することが重要です。 

会場の皆様と、両薬剤の投与患者に対する抜歯等の観血的処置の留意点と医

科歯科連携のポイントについて考えてみたいと思います。�

○● 申 込 方 法 ●○ 
次のいずれかの方法でお申込みください。 

①案内チラシの申込書に必要事項を記入の上、Ｆａｘ送信 
②必要事項を明記した電子メールを右のアドレス宛てに送信 
③電話による申込み 

〈抄　録〉

シリーズ第1回 シリーズ第1回 

抗血栓療法患者ならびにビスホスホネート系 
薬剤投与患者に対する抜歯等の観血的処置の 
留意点と医科歯科連携のポイントを考える 

石川県立中央病院　歯科口腔外科診療部長 

宮田　勝氏 

金沢駅東口ひろば正面　TEL　076-261-2111

無料（ただし非会員は、5万円） 

会員医療機関の医師、歯科医師、スタッフ（定員　50人） 

●この10年で大きく変わった癌治療 
　～手術から化学療法、緩和ケアまで～ 
●癌の患者さんについて、歯科の 
　先生に知っていただきたいこと 

※定員になり次第、締め切ります 

※定員になり次第、締め切ります 

ホテル金沢 4階 エメラルド 
（旧ホテルイン金沢／金沢駅東口・北鉄駅前センターとなり） 
金沢市堀川新町1－1　TEL 076-223-1111

2009年 5月23日（土）18時～21時 
城北病院副院長 
斉藤　典才 保険医協会理事 

テーマ 

講  師 

と  き 

ところ 

対 象 

参加費 

テーマ 

講  師 

と  き 

ところ 

対 象 

参加費 

無料（ただし非会員は、5万円） 

会員医療機関の医師、歯科医師、スタッフ（定員 50人） 対 象 対 象 

参加費 参加費 

テーマ テーマ 

講  師 講  師 

と  き と  き 

ところ ところ 

シリーズ第3回 シリーズ第3回 

われわれは、歯科医院に訪れた癌の患者さんから薬剤名や検査数値を知るこ
とができます。どんな治療を受けているのかも、おおよそは問診からわかります。 
しかし、その結果、何をどこまで理解し、どんな歯科の対処が的確なのかを
判断できるでしょうか？不安ではないでしょうか。 
今回、その不安が少しでも解消できればと思い、癌に関する講演会を企画し
ました。 
講師は、第一線でご活躍中の外科医です。明日から臨床に役立つお話を数多
くお聞きできると思います。 
皆さんのご参加をお持ちしています。 

＜ 抄 　 録 ＞

　最近の癌の診療は大きく飛躍を遂げました。手術法では胸腔
鏡手術や腹腔鏡手術といって、小さな傷で腫瘍をとりさり、術後
の身体的・精神的負担が大幅に少なくなってきました。また化学
療法では、いわゆる新規抗がん剤が登場し、いく種類もの薬剤が
使えるようになり、明らかに生存期間が延長しています。また近
年の化学療法の考え方として、生活の質（QOL）を落とさない
ような治療方法も検討されています。さらには分子標的治療剤が
保険認可され、さらなる効果が期待されています。実際に、癌の
患者さんを担当していると、生存期間が延長しQOLも良くなっ
ているためか、歯科受診依頼をすることが増えてきた印象があり
ます。 
　今回、医科で行われている癌治療の総論的な解説を行った上
で、外科医の立場から歯科の先生方に、あらかじめ知っておい
ていただきたいことをお伝えしたいと思います。 
 
1. 癌の発生、転移、サイトカイン 
2. 手術術式の変遷 
3. 化学療法の進歩 
4. 各論（乳がん、食道がん、胃がん、大腸がん、肺がんなど 
　 ーそれぞれの生存期間、治療成績） 
5. 術後患者の栄養 
6. 抗がん剤の種類と副作用 
7. 患者の心のケア 
8. ターミナルケア 

斉藤典才
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食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

現
在
ま
で
五
回
の
食
育
講
演
会

を
開
催
し
、
講
師
と
し
て
昭
和

大
学
歯
学
部
教
授
の
向
井
美
恵

氏
、
東
京
都
開
業
の
丸
山
進
一

郎
氏
、
日
本
大
学
歯
学
部
教
授

の
赤
坂
守
人
氏
、
岡
山
大
学
医

学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
小
児

歯
科
講
師
の
岡
崎
好
秀
氏
、
石

川
県
子
育
て
支
援
課
担
当
課
長

の
沼
田
直
子
氏
、
愛
知
県
開
業

の
福
岡
雅
氏
、
歯
科
衛
生
士
の

宮
坂
乙
美
氏
を
お
招
き
し
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
演
会
を
通
し

て
、
主
に
歯
科
医
師
が
取
り
組

む
べ
き
食
育
支
援
の
在
り
方
や

方
向
性
、
口
腔
機
能
の
発
達
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
、
歯
科
医

師
の
み
な
ら
ず
、
多
職
種
の

方
々
に
発
信
し
て
来
ま
し
た
。

五
回
の
食
育
講
演
会
を
通
し

て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
や
国
民
へ

の
発
信
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
加
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
は
男
性
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
実
は
「
離
乳
食
」

そ
の
物
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
母
親
を
対
象
に
し

た
講
演
会
な
ど
を
行
う
際
に
、

母
親
の
具
体
的
な
質
問
に
答
え

る
べ
く
、
ま
ず
は
「
離
乳
食
」

に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
と

の
反
省
か
ら
、
石
川
県
子
育
て

支
援
課
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

管
理
栄
養
士
の
濱
口
ゆ
う
子
氏

を
講
師
と
し
て
保
険
医
協
会
に

お
招
き
し
、
最
近
の
母
親
へ
の

離
乳
食
支
援
の
内
容
と
基
本
理

念
（
平
成
十
九
年
以
前
の
指
導

内
容
、
十
九
年
度
改
正
以
降
の

支
援
内
容
の
違
い
な
ど
）
を
お

教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
母
親
が
抱
え
て
い
る

悩
み
や
今
ど
き
の
子
ど
も
を
取

り
巻
く
食
環
境
の
実
態
、
離
乳

食
期
の
各
段
階
に
合
わ
せ
た
調

理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ご
講
演
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
実
際
に
市
販
さ
れ
て
い
る

離
乳
食
や
濱
口
氏
が
作
ら
れ
た

離
乳
食
の
試
食
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
食
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
少
人
数
に
限
り
ま
し
た

が
、
講
演
中
に
も
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
白
熱
し
、
時
間
内
に

終
わ
れ
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
学

び
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
歯
科

医
師
は
、
自
治
体
の
方
々
や
他

職
種
の
方
々
に

対
し
て
、
口
腔

機
能
発
達
の
重

要
性
、
特
に
離

乳
食
の
与
え
方

（
離
乳
食
そ
の

も
の
の
段
階
的

与
え
方
、
姿

勢
、
道
具
の
工

夫
な
ど
）
の
面

か
ら
の
食
育
の
重
要
性
を
話
し

て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
理

解
が
得
ら
れ
ず
残
念
な
思
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
濱
口
氏
に
講
演
を
依
頼
す

る
際
に
、「
歯
科
医
師
か
ら
の

食
育
」
の
発
信
内
容
を
ご
理
解

願
え
る
よ
う
、
向
井
先
生
を
は

じ
め
保
険
医
協
会
主
催
の
講
演

会
資
料
を
事
前
に
提
供
す
る
と

共
に
、
歯
科
医
師
に
よ
る
著
書

を
何
冊
か
お
持
ち
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
濱
口

氏
は
講
演
冒
頭
、
そ
れ
ら
の
資

料
を
通
し
て
「
離
乳
食
そ
の
も

の
に
つ
い
て
指
導
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
正
常
な
口
腔
機
能
の

育
成
が
『
食
育
支
援
』
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、

食
事
の
姿
勢
な
ど
を
母
親
達
に

指
導
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

理
解
で
き
ま
し
た
。
目
か
ら
鱗

で
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
本
当
に

待
ち
に
待
っ
た
ご
発
言
で
し

た
。食

育
と
い
う
と
、
日
本
全

国
、「
歯
科
医
師
に
何
が
で
き

る
？
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
、

発
言
さ
れ
て
来
ま
し
た
。「
食
」

は
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら

人
生
を
終
え
る
ま
で
、
一
生
を

通
し
て
一
番
大
切
な
「
心
を
元

気
に
し
、
身
体
を
健
康
に
す
る

基
本
」
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の

「
食
」
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い

る
わ
れ
わ
れ
歯

科
医
師
か
ら
、

食
に
つ
い
て
発

信
で
き
る
こ
と

は
実
に
多
く
あ

り
ま
す
。
今

回
、
県
内
の
食

育
の
発
信
拠
点

で
あ
る
県
庁
で

活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
に
、

そ
の
一
部
を
知

っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
「
目
か
ら
鱗
で
し
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。

今
後
、
こ
の
繋
が
り
を
通
し

て
、
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

発
展
で
き
る
と
確
信
で
き
ま
し

た
。
す
べ
て
の
関
係
者
に
感

謝
！

保険医協会会議室で開催された食育プロジェクト・ミニ講演会

歯
科
部
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

近
藤
　
政
子（
金
沢
市
・
歯
科
） 

食育プロジェクト 
ミニ講演会 

食育プロジェクト 
ミニ講演会 

管
理
栄
養
士
か
ら
学
ぶ 

　 

　
　 

「
離
乳
」
の
支
援 

濱
口
ゆ
う
子
氏 

石
川
県
健
康
福
祉
部
少
子
化
対
策
監
室 

子
育
て
支
援
担
当
母
子
保
健
食
育
グ
ル
ー
プ
専
門
員 
講師 

離乳食を見比べ、食べ比べる参加者

講師の濱口ゆう子さん

★環境・平和・人権・ 
　教育などについて 

★趣味や健康法 
　について 
★趣味や健康法、 
　旅行記など 

★お店紹介や 
　食べ物について 

●テーマは自由です。

●字数は600字程度～最長1200字

●原稿締切は7月3日（金）正午・必着

掲載させていただきました場合は、 
薄謝をお送りいたします 

『石川保険医新聞』 
2009年納涼特集号 
（8月10日発行予定） 

『石川保険医新聞』 
2009年納涼特集号 
（8月10日発行予定） 

～ 多数の投稿をお待ちします ～ 

★医療・福祉について 

写真投稿
（100字～200字
  の写真説明を）

写真投稿
（100字～200字
  の写真説明を）

〒９２０-０９０２ 金沢市尾張町2丁目8の23（太陽生命金沢ビル8F） 
TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156　E-mail ： iskw_sugino@doc-net.or.jp 

お問い合わせは
事務局の杉野まで『石川保険医新聞』編集部 

原稿の送り方…………… 原稿の送り方…………… 
■手書き原稿の場合 
原稿用紙などいっさい規定がありません。FAXや
郵送でお送りください。 

■ワープロ原稿 
できましたら、E-mailにてお送りください。編集
作業が大幅に省力化できます。 

原稿募集のご案内 原稿募集のご案内 原稿募集のご案内 
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「なんでも学術！ なんでも回答？ 
  よろず勉強会」 

メイン
テーマ

主催 ： 石川県保険医協会

「ステロイド局所療法の実際」 
アレルギー疾患患者QOLの向上を目指す 

～診療科の垣根を超えて～ 

日ごろの疑問の解決のために・・・ 

■と　き／２００９年５月２８日（木） 午後7時半～9時
■ところ／金沢都ホテル  5階「蓬莱の間」
 （ＪＲ金沢駅東口正面）
■対      象／会員に限らせていただきます。（定員は先着３０人とさせていただきます） 

■申し込み／5月２５日までに専用チラシのＦＡＸ申込書、またはお電話でお申し込みください。 

第6回 

電話：076（222）5373　FAX：076（231）5156 

会員の皆さまに気軽に覗いていただけるよう、地道に隔月開催を続けている「よろず勉
強会」のお知らせです。
第6回は、「ステロイド局所療法の実際／アレルギー疾患患者QOLの向上を目指す －診

療科の垣根を超えて－」がメインテーマです。
今回は、当協会三宅靖理事（金沢市・内科）によるミニレクチャーの後、参加者全員で意

見交換をします。
開業医になって１０年もたつと、「常識」がどんどん変わっていることに驚かされます。皆

さんとわいわいガヤガヤやりましょう！
なお、サブテーマは「待合室の待ち時間対策」です。参考になる対策がたくさん紹介さ
れると思います。ぜひ、医科、歯科、勤務医の皆さまのご参加をお待ちいたします。
（学術保険部／小川滋彦）

「なんでも学術！ なんでも回答？ 
  よろず勉強会」 
「なんでも学術！ なんでも回答？ 
  よろず勉強会」 多くの会員参加を

お待ちしております

保険医協会では、１０月１２日（月・祝）の体育の日にゴルフコンペを
企画いたしました。いつもは医療問題、社会情勢、貧困、人権、平和の
問題などに取り組んでおりますが、「体育の日」にはスポーツで交流を
深めたいと思っています。 
保険医協会のゴルフコンペの特徴は、医科の先生、歯科の先生、病
院勤務医と、多様な先生方がおられることです。ゴルフ場で、普段疑
問に思っていることが解決され、日常診療のお役に立つことができる
かもしれません。 
また、当保険医協会会長杯（優勝カップ）が用意される予定です。普
段は運動不足になりがちですが、体育の日にはプレイに集中し、勝利
と懇親を目的に汗を流すのも良いかと思います。ご家族や職員の方々
にもご参加いただけますし、ささやかですが景品を用意しております
ので、奮ってご参加ください。 
なお、参加者数の把握を行う必要から、６月１日（月）までに保険医協
会へご連絡ください。お申し込みを確認した上で、ゴルフ場を決定し
たいと存じます。 

2009年度 
保険医協会ゴルフ大会について 
参加のご希望をお知らせください 

 担当／理事　斉藤　典才（金沢市･外科） 

TEL （076）222-5373 
FAX （076）231-5156 
E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

会員の皆さまへ 

連絡先 1

診療報酬オンライン請求義務化をめぐる動きがマスコミに度々報道されるよ

うになっている。神奈川県保険医協会が全国の保険医に呼びかけたレセプトオ

ンライン請求義務化撤回訴訟には 35都道府県の医師・歯科医師 961人が原告と

なり、１月 21日横浜地裁に第１次提訴した。さらに３月 18日には 783 人が原

告となった。第 2次提訴により、原告は総勢 1,744 人となった。この集団訴訟に

は石川協会の会長・副会長を含む 20人も原告として参加している。５月中に第

1回口頭弁論が開かれる予定である。大阪協会が呼びかけた「大阪訴訟」では

近畿２府４県を中心に 245人が原告となり、4月 23日大阪地裁に提訴した。

今回の訴訟の目的は、診療報酬オンライン請求の「完全義務化」を指示した

2006 年４月 10 日の厚労省令第 111 号の撤廃である。この省令第 111 号は、こ

れまで診療報酬の請求方法が、①手書き紙媒体、②レセコン＋紙レセプト、③

レセプト電算処理、④オンライン請求の 4種類のうち任意選択であったもの

を、④のオンライン請求しか受け付けないとするものである。こうした診療報

酬の請求方法の限定により、保険請求ができなくなる医療機関が生まれること

を防ぐために、「義務を規定した省令に従う義務が存在しないこと」を確認す

るための訴訟である。

国保連合会の作成資料（別表）によると、2009 年３月診療分では県内でオ

ンライン請求を実施している病院は 81 カ所／ 103 カ所（78.6%）に留まってい

る。2009 年４月から実施を義務化された 400 床未満の病院（レセプト電算処

理有り）でも「対応困難」なところが存在しており、さらに 2010 年４月から

段階的に義務化される医科診療所では（レセプト電算処理無し）が 455 カ所／

715 カ所（63.6％）もあるのが実態である。

全国でもレセプト電算処理の普及率が 30%に満たない医科診療所において、

2010 年４月からの義務化は極めて困難である。また全国で１万施設を超える

手書きレセプトの医科医療機関、レセプト電算処理が殆ど進んでいない歯科医

療機関において、2011 年４月からの義務化は到底不可能である。このまま義

務化を強行すれば、長年にわたり地域医療を支えてきた保険医療機関の存続が

危ぶまれ、良質な医療の提供にも大きな影響を及ぼすことが懸念されている。

ところが４月２日に発表された政府の規制改革会議の見解では、「オンライ

ン請求の原則完全義務化は今後の医療政策の根幹をなす施策」であり、「平成

23 年度当初からの原則完全オンライン化の方針に変更はない」と強調してい

る。医療費抑制を目的とするオンライン請求義務化は、医療の画一化や患者の

個人情報漏洩の危険性など重大な問題をはらんでいる。

保険医協会では今回の集団訴訟を支援するため、訴訟日程に合わせて会員の

賛同署名（裁判長への要請書）運動や支援募金に取り組むことにしている。会

員各位の物心両面のご支援・ご協力を切にお願いしたい。

オンライン請求義務化をめぐる 
最近の動向 

オンライン請求義務化をめぐる 
最近の動向 

―５月中に第１回口頭弁論か― 

＜表1＞
石川県のオンライン請求の参加動向（平成21年 3月診療分）機関数

病　院 割　合 診療所 割　合
病院・
診療所

割　合

オンライン請求 81 78.6% 53 7.4% 134 16.4%

光ディスク等の電子媒体による請求 8 7.8% 207 29.0% 215 26.3%

レセ電算参加 89 86.4% 260 36.4% 349 42.7%

レセ電算未参加 14 13.6% 455 63.6% 469 57.3%

機関数 103 715 818

（資料提供）石川県国民健康保険団体連合会

＜表 2＞
石川県のオンライン請求の参加動向（平成 21年 3月診療分）レセプト件数

病　院 割　合 診療所 割　合
病院・
診療所

割　合

オンライン請求 164,749 94.3% 20,060 9.0% 184,809 46.6%

光ディスク等の電子媒体による請求 9,691 5.5% 73,272 33.0% 82,963 20.9%

レセ電算参加 174,440 99.9% 93,332 42.1% 267,772 67.5%

レセ電算未参加 229 0.1% 128,462 57.9% 128,691 32.5%

レセプト件数 174,669 221,794 396,463

（資料提供）石川県国民健康保険団体連合会
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10年後、あなたは病気になると家を失う 10年後、あなたは病気になると家を失う 

●著者：津田光夫／保団連副会長、 馬場淳／保団連副会長、 三浦清春／保団連理事、 寺尾正之／保団連事務局次長 
●定価：1,785円（税込み）　●出版：日本経済新聞出版社 

新 刊 の 紹 介

本書は、日本の医療崩壊の現実の姿と、将来への改革方向につ
いて、調査データを用い、新たな視点から迫っている。国民が求
めているのは、医療・介護をはじめとした社会保障の拡充にあり、
こうした分野は日本経済の足かせではなく、むしろ経済発展に役
立つというメッセージは説得力に富んでいる。 

第1章　病める国民健康保険 

第2章　後期高齢者医療制度の問題点 

第3章　産業競争力も蝕むアメリカの医療モデル 

第4章　絶対数が足りない医師不足の現状 

第5章　病院を取り巻く問題 

第6章　日本の医療費は高くない 

内容 内容 
─国民皆保険崩壊の真実─ ─国民皆保険崩壊の真実─ 

会員同士が支えあう、会員だけの割安な生命保険です（配偶者、子どもも併せて加入できます） 

働き盛りの先生にお勧めします！ 

38歳の 男性 会員の場合：月払概算掛金5,960円で4000万円の保障 
38歳の 女性 会員の場合：月払概算掛金4,600円で4000万円の保障 

保
障
例 

■普及期間 2009年5月18日（月）～6月19日（金） 
■グループ保険の主な特長 

○割安な掛金で大きな保障　○保険金の受取方法が選択可能（一時金または年金）　○１年更新なので、毎年保障の見直しが可能 
○剰余金があれば配当金として還元　○告知書扱いで手続きは簡単 

■保険金額  会員は4000万円、配偶者は1000万円、子どもは400万円まで加入できます。 

■加入資格  保険医協会会員で、申込日現在、健康で正常に就業している65歳6ヵ月までの方。（配偶者・子どもも併せて加入できます） 

■更 新 日  2009年8月1日／掛金の引き落としは7月27日（月）から開始。 
 

本年度よりグループ保険の受託保険会社に明治安田生命が加わります（予定）。 
○キャンペーン期間中は、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者が会員のみなさまを直接訪問させていただきます。ご面談くださいますようお願い申し上げます。 

○申込み・お問合せは…石川県保険医協会まで 
　電話 ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　※詳細につきましてはパンフレットをご確認ください。 

グループ保険 グループ保険 グループ保険 

太陽－勧補－団－20－152

保険医年金 
 4月1日～5月25日 
 2009年9月1日 
 1．256％（2008年9月1日現在） 

 4月1日～5月25日 
 2009年9月1日 
 1．256％（2008年9月1日現在） 

保険医年金 

保険医年金の新規加入・増口をお考えの
先生は、協会事務局までお問い合わせくだ
さい。パンフレット等を送付させていただ
きます。 

加入チャン
スは 

年2回です
!加入チャン

スは 

年2回です
!

前半期受付期間 

加 入 日 

予 定 利 率 

募集がまもなく終了します！ 

石川県保険医協会　経営・共済部長　小島　 登 

グループ保険 
ご加入のおすすめ 
グループ保険 

ご加入のおすすめ 
石川県保険医協会　経営・共済部長　小島　 登 

さわやかな新緑の季節となりました。会員の先生方におかれましては、ご壮健にて診療にお

励みのことと存じます。日ごろは協会の諸活動にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

協会では来る5月18日から6月19日まで、グループ保険のキャンペーンを行います。1981

年8月に発足して以来、本年で29回目のご案内となります。おかげさまで現在加入者は833人

（配偶者・こどもを含む。2009年3月1日現在）となっております。この機会にあらためてグ

ループ保険の魅力を知っていただき、まだご加入していない会員の皆様にもこの制度をご活用

いただきたいと考えております。

年々厳しさを増す医療情勢の中で、病院・医院での経費の見直しをお考えの先生には、割安

な掛金で大きな保障を得られるグループ保険がお役に立てるものと確信しております。

まだご加入していない先生はぜひご検討・ご加入いただき、保険医協会会員であるメリット

を享受してください。
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褥創のDESIGN、NPUAP分類って 
ご存じですか？ 

褥創のDESIGN、NPUAP分類って 
ご存じですか？ 

褥創のDESIGN、NPUAP分類って 
ご存じですか？ 

厚生労働省は 4月 22 日、75 歳以上が対象の後期高齢者医療制度で保険料を

１年以上滞納した人に保険証を返還させ、代わりに資格証明書を交付する規定

について、保険料の負担軽減措置を受けている低所得者を原則的に適用対象か

ら外し、病気やけがで受診中の人も同様に対象外とする指針案（別掲）をまと

めました。

加入者約 1,300 万人のうち保険料負担軽減の対象者は約 600 万人で、約半数

が資格証交付の対象外となるようです。それ以外の人についても厚労省は機械

的な適用を避けるよう自治体に求め、滞納が続く人には、分割納付や有効期間

が短い短期保険証の発行で対応するように通知する予定です。

2008 年 3 月末までは後期高齢者は、病気の人が多いという理由で資格証明

書の発行対象者から、除外されていました。

高齢者から保険証をとりあげるということは、高齢者のいのちと健康を奪う

ことです。私たちは、後期高齢者に資格証明書の発行をしないように、国や後

期高齢者医療広域連合に求め

てきました。今回、こうした

運動の結果、「指針案」に至

ったものです。

無年金でも息子と同一世帯

であるとの理由で保険料の軽

減措置を受けていない人もお

いでるので、引き続き、資格

証明書発行を、全国的に廃止

する運動に取り組んでいかな

ければなりません。

厚労省 後期高齢者の資格証明書についての指針案 後期高齢者の資格証明書についての指針案 

低所得者は資格証明書発行対象外 
病気やけがで受診中の人も同様の対象外 
低所得者は資格証明書発行対象外 

病気やけがで受診中の人も同様の対象外 
低所得者は資格証明書発行対象外 

病気やけがで受診中の人も同様の対象外 

後期高齢者医療制度における被保険者資格証明書の

運用に係る留意点等について

記

⑴次のア又はイに該当する被保険者については、被保険者証の返還及び

資格証明書の交付を行わないこと。

ア　特定疾患研究事業等の給付を受けることができる被保険者

イ　次の①から⑥に掲げる事由により保険料を納付することができな

いと認められる被保険者

①被保険者又はその属する世帯の世帯主の住宅、家財等の財産につい

て、震災、風水害、火災等の災害により著しい損害を受け、又は相

当な価額の盗難にかかったこと

②滞納被保険者等又はその者と生計を一にする親族が病気にかかり、

又は負傷したことにより、滞納被保険者等の保険料負担能力が著し

く減少したこと

③事業の廃止又は休止により、滞納被保険者等の収入が著しく減少し

たこと

④事業における著しい損失により、滞納被保険者等の収入が著しく減

少したこと

⑤失業等により、滞納被保険者等の収入が著しく減少したこと

⑥その他①から⑤に類する事由があったこと

⑵所得の少ない被保険者への対応

保険料の被保険者均等割額が軽減されている、高額療養費の低所得

者Ⅰ又はⅡの区分に該当する等、所得の少ない被保険者については、

資格証明書を交付することにより、必要な医療を受ける機会が損なわ

れるおそれが高い状況にある。これらの被保険者については、原則と

して、資格証明書の交付に至らないようにすること。

この４月より介護保険の一部改定がありました。医師が記載する訪問看護

指示書にも一部変更があり、褥創の評価と進行度を記載する欄が新たに設け

られました。評価については、DESIGN（デザイン）分類で、進行度について

は、NPUAP分類で書くことになりました。

●DESIGN（デザイン）分類については、重症度評価のための尺度（D：深

さ・E：浸出液の多寡・S：大きさ・I：感染の有無・G：肉芽組織の性状・

N：壊死組織の有無）に加えて、P：ポケットの有無の７項目で評価するも

ので詳しくは下記のサイトを参照ください。

　http://www.jspu.org/jpn/DESIGN.html

● NPUAP 分類については、褥創の進行度を表す指標であり、Ⅰ度（表皮に

とどまっているもの）から、Ⅳ度（筋肉や骨まで侵された状態）まで４つ

に分類されますが、同様下記のサイトを参照してください。

　http://www.ekinan-clinic.com/study/pdf/tec26.pdf

なお、保険医協会では下記のような、時宜を得た講演会を５月 24 日に開催

予定であり、これらの分類を含め褥創についてさらに詳しく分かりやすいお

話しがお聞きいただけます。

会員各位のご参加を期待しています。

医師とコ・メディカルのための講演会2009

新しい創傷・ 
褥創治療の実際 
新しい創傷・ 
褥創治療の実際 
新しい創傷・ 
褥創治療の実際 

テ
ー
マ
 

■主 催　石川県保険医協会 
◇電話：076（222）5373　◇FAX：076（231）5156 
◇E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

●申し込み 

●講　師／高岡駅南クリニック院長

 塚田 邦夫先生 

●と　き／2009年5月24日（日） 
 午前10時～12時 

●ところ／金沢都ホテル 7階「鳳凰の間」 
 （JR金沢駅東口正面　TEL:076-261-2111） 
 ※都ホテル以外の駐車場は有料になります。 
 　参加者のご負担でお願いします。 

●定　員／200人 
　　　　　　（定員に達し次第、締め切らせていただきます） 

●参加費／500円 
　　　　　　（会場受付にて徴収させていただきます） 

保険医協会までFAXまたはE-mailで 
（医療機関・施設・勤務先名、申し込み代表
者氏名、参加人数、電話番号、職種を記載し
てください）
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

４１

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

認
知
症
高
齢
者
が

入
院
せ
ず
に
済
む
方
法

１９

今
回
は
、
在
宅
の
認
知
症
の

方
が
急
性
疾
患
を
発
症
し
た
と

き
に
、
介
護
と
協
力
す
れ
ば
入

院
せ
ず
に
済
む
こ
と
も
あ
る
と

い
う
お
話
で
す
。

認
知
症
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
る
大
山
さ
ん
（
仮
名
）

は
、
八
十
四
歳
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
実
年
齢
よ
り
十
歳
は
若

く
見
え
ま
す
。
某
高
校
の
野
球

部
監
督
を
し
て
い
た
と
か
で

（
未
確
認
情
報
で
す
が
）、
か
く

し
ゃ
く
と
し
た
感
じ
で
ス
ポ
ー

ツ
ウ
エ
ア
を
着
て
、
天
気
の
よ

い
日
は
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
認
知
症
で
通
院
は
困
難

な
の
で
、
訪
問
診
察
に
行
っ
て

い
ま
す
。
普
通
に
接
し
て
話
し

て
い
る
と
、
認
知
症
の
方
だ
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
な
の
で
す

が
、
体
調
が
悪
い
と
き
に
は
不

穏
と
な
り
、
あ
る
時
は
、
も
の

を
探
し
回
り
、
部
屋
中
、
汚
物

で
汚
染
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
長
谷
川
式
は
八
点

で
し
た
。

ま
た
あ
る
時
、
数
日
前
よ
り

様
子
が
お
か
し
く
落
ち
着
き
が

な
く
な
り
、
デ
イ
の
日
で
は
な

い
の
に
デ
イ
の
周
り
を
早
朝
よ

り
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、

臨
時
に
往
診
し
直
腸
診
を
す
る

と
直
腸
に
便
塊
が
あ
り
、
浣
腸

し
た
と
こ
ろ
大
量
の
排
便
が
あ

り
ま
し
た
。
認
知
症
の
介
護
の

分
野
で
は
、
認
知
症
の
行
動
障

害
の
原
因
と
し
て

便
秘
が
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
山
さ

ん
も
そ
う
か
と
も

思
っ
た
の
で
す

が
、
何
せ
一
人
暮

ら
し
な
の
で
、
そ

の
ま
ま
で
は
心
配

で
す
。
と
い
っ
て

病
院
に
入
院
す
る

と
、
余
計
不
穏
に

な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
思
い
つ
い
た
の

は
、
介
護
施
設
で

の
緊
急
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
す
。
認

知
症
ケ
ア
に
熟
達
し
た
職
員
の

い
る
と
こ
ろ
で
の
ケ
ア
と
、
私

ど
も
の
臨
時
の
往
診
を
組
み
合

わ
せ
て
み
て
い
こ
う
と
い
う
発

想
で
す
。「
ケ
ア
」
も
あ
る
し

「
医
療
」
も
あ
る
こ
と
が
ミ
ソ

で
す
。

シ
ョ
ー
ト
一
日
目
の
夜
は
、

一
晩
中
落
ち
着
か
な
か
っ
た
よ

う
で
、
翌
日
往
診
す
る
と
ぐ
っ

す
り
寝
て
い
ま
し
た
。
日
中

は
、
起
こ
し
て
生
活
の
リ
ズ
ム

を
乱
さ
な
い
よ
う
に
と
話
し
ま

し
た
。
三
日
目
に
は
す
っ
か
り

落
ち
着
い
て
、
無
事
一
人
暮
ら

し
の
生
活
に
戻
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
い
う
介
護
施
設
は
、
短
期

入
所
生
活
介
護
を
提
供
す
る
所

で
す
。
配
置
医
師
が
い
る
の

で
、
本
来
は
悪
性
腫
瘍
の
末
期

以
外
の
訪
問
診
察
は
で
き
ま
せ

ん
。
が
、
急
病
な
ど
で
臨
時
に

往
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

た
だ
、
訪
問
看
護
は
利
用
で
き

な
い
の
で
、
点
滴
な
ど
は
何
度

も
往
診
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
空
き
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
な

け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
し
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
先

の
ケ
ア
の
レ
ベ
ル
が
、
あ
る
程

度
な
い
と
利
用
困
難
で
す
し
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
空
い
て
い

る
期
間
で
改
善
す
る
か
と
い
っ

た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し

か
し
、
認
知
症
の
「
ケ
ア
」
も

あ
る
し
、
在
宅
で
診
て
い
る
主

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
は
、
こ

の
作
品
と
初
め
か
ら
決
め
て

い
た
。

中
学
二
年
の
と
き
に
、
大

阪
梅
田
の
映
画
館
で
リ
バ
イ

バ
ル
上
映
さ
れ
た
際
に
初
め

て
見
に
行
っ
た
の
だ
が
、

人
々
が
殺
到
し
、
一
回
目
を

見
て
帰
ろ
う
と
し
た
ら
な
ん

と
出
ら
れ
ず
に
、
級
友
と
共

に
仕
方
が
な
い
と
二
回
目
を

ま
た
幸
運
に
も
見
れ
た
の
で

あ
っ
た
！

ロ
ー
マ
の
休
日
が
一
日
の

出
来
事
で
あ
っ
た
の
を
悟
っ

た
の
は
、
や
っ
と
二
十
年
ば

か
り
前
の
こ
と
。
こ
ん
な
楽

し
い
こ
と
が
丸
一
日
だ
け
の

こ
と
だ
な
ん
て
！！　

撮
影
に

は
一
カ
月
ほ
ど
か
か
っ
た
だ

ろ
う
が
。

映
画
の
始
ま
り
で
、
ロ
ー

マ
の
遺
跡
の
壁
を
背
景
と
し

て
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
と

出
演
者
の
名
前
が
出
て
く
る

と
、
も
う
感
激
の
涙
で
あ

る
。

某
国
王
女
ア
ン
（
オ
ー
ド

リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
）
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
訪
の
最
後
に

ロ
ー
マ
に
入
り
、
大
使
館
で

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
。
王
女
は
嫌
な
お

じ
さ
ん
た
ち
と
踊
ら
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
後
、
翌
日
の

退
屈
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞

か
さ
れ
て
ヒ
ス
テ
リ
ー
を
起

こ
す
。
セ
ル
シ
ン
の
筋
注
を

受
け
た
が
、
ロ
ー
マ
の
探
索

が
し
た
く
な
っ
て
、
大
使
館

出
入
り
の
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ

に
飛
び
乗
っ
て
大
使
館
を
出

た
。
噴
水
の
と
こ
ろ
で
降

り
、
セ
ル
シ
ン
が
効
い
て
き

て
、
歩
道
の
ベ
ン
チ
で
寝
て

し
ま
う
。

そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た
新

聞
記
者
の
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー

（
グ
レ
ゴ
リ
ー･

ペ
ッ
ク
）
が

若
い
娘
を
家
ま
で
送
っ
て
や

ろ
う
と
親
切
心
を
起
こ
す
。

タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
自
分
の

下
宿
ま
で
来
た
が
、
後
は
ド

ラ
イ
バ
ー
に
任
す
つ
も
り
だ

っ
た
。
事
が
う
ま
く
運
ば

ず
、
そ
の
娘
を
自
分
の
下
宿

で
寝
か
す
は
め
に
な
る
。

翌
日
は
、
王
女
の
取
材
を

控
え
て
い
た
。
そ
れ
が
翌
日

寝
過
ご
し
て
し
ま
い
、
お
昼

に
な
っ
て
い
た
。
急
い
で
新

聞
社
に
出
向
き
「
取
材
し
て

き
た
」
と
、
で
ま
か
せ
を
言

っ
た
が
、
新
聞
を
見
せ
ら
れ

て
、
自
分
が
連
れ
て
き
た
娘

が
王
女
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
の
だ
！

そ
れ
か
ら
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー

は
、
ロ
ー
マ
支
局
長
に
大
特

ダ
ネ
を
約
束
し
、
賭
け
を
申

し
出
、
友
人
の
写
真
家
の
ア

ー
ビ
ン
グ
（
エ
デ
ィ
ー
・
ア

ル
バ
ー
ト
）
に
、
ロ
ー
マ
観

光
の
ス
ナ
ッ
プ
を
頼
む
の
だ

っ
た
。

午
後
、
王
女
は
下
宿
を
出

て
、
散
髪
を
し
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
、
ロ
ー
マ
の

観
光
地
を
散
策
す
る
。
ブ
ラ

ッ
ド
レ
ー
は
、
偶
然
ま
た
出

会
っ
た
と
見
せ
か
け
、
案
内

を
申
し
出
る
。
真
実
の
口
の

場
面
は
圧
巻
。
あ
れ
が
演
技

だ
と
す
れ
ば
、
神
業
で
あ

る
。
よ
く
撮
れ
た
も
の
だ
と

思
う
。

翌
日
の
大
使
館
で
の
王
女

の
会
見
シ
ー
ン
は
、
心
打
た

れ
る
の
だ
。
オ
ー
ド
リ
ー
の

気
高
さ
、
そ
し
て
自
分
の
言

葉
で
、
公
式
に
は
病
気
静
養

中
だ
っ
た
ロ
ー
マ
滞
在
の
素

晴
ら
し
さ
を
語
る
シ
ー
ン
に

は
、
心
が
震
え
た
。
そ
し

て
、
新
聞
記
者
と
の
会
見
シ

ー
ン
。
最
後
の
ブ
ラ
ッ
ド
レ

ー
と
、
王
女
と
の
別
れ
。
涙

と
と
も
に
、
„
あ
あ
、
映
画

は
素
晴
し
い
！
“
と
し
か
言

え
な
い
。

◇

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に

「
読
ん
で
い
る
よ
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
映
画
で
自
分
の
世
界

を
豊
か
に
さ
れ
る
方
が
、
一

人
で
も
多
く
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、
幕
を
降
ろ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
愛
読
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

治
医
が
継
続
し
て
「
医
療
」
を

提
供
で
き
る
こ
と
は
、
認
知
症

の
方
の
入
院
以
外
の
医
療
提
供

方
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
本
紙
十
面
に
訪
問
記
事
が
あ

り
ま
す
）
を
利
用
さ
れ
る
認
知

症
高
齢
者
の
場
合
は
、
ケ
ア
を

提
供
す
る
職
員
と
す
で
に
な
じ

み
の
関
係
に
な
っ
て
お
り
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
泊
ま
り
）
に

な
っ
て
も
混
乱
が
少
な
く
、
か

つ
、
医
療
も
比
較
的
フ
リ
ー
に

提
供
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
今
後
の
普
及
が
望
ま

れ
ま
す
。

おすすめの1本おすすめの1本 その　・最終回

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

５０

【
監
督
】ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ラ
ー 

【
主
演
】グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク 

 

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン 

一
九
五
三
年（
米
） 

ロ
ー
マ
の
休
日 「映画狂のつぶやき」50回の連載、 

ありがとうございました 
引き続き、「アルコール依存症」の 

連載が始まります 

「映画狂のつぶやき」50回の連載、 
ありがとうございました 

引き続き、「アルコール依存症」の 
連載が始まります 

機関紙・文化部長　牛村　繁（白山市・眼科） 機関紙・文化部長　牛村　繁（白山市・眼科） 

奥
田
先
生
に
は
、
約
四
年
間
、
五
十
回
の
長
き
に
わ
た
り
、「
映
画
狂
の
つ
ぶ
や
き
」
を
ご

執
筆
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
回
、「
映
画
狂
の
つ
ぶ
や
き
」
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
読
者
も
多
く
、
私
と
し
て
も
、

こ
の
連
載
が
終
了
す
る
の
は
大
変
残
念
で
す
が
、
五
十
回
と
い
う
一
つ
の
節
目
で
、
い
っ
た
ん

終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
映
画
狂
の
つ
ぶ
や
き
」
で
は
、
古
い
映
画
か
ら
新
し
い
映
画
、
邦
画
、
洋
画
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
に
つ
い
て
、
簡
単
な
あ
ら
す
じ
と
そ
の
映
画
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
書
か
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
さ
れ
た
映
画
を
見
た
く
な
っ
た
方
も
大
勢
お
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
二
弾
と
し
て
、
い
つ
の
日
か
復
活
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

奥
田
先
生
に
は
、
今
度
は
、
本
業
で
あ
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
に
つ
い
て
の
話
を
本
紙

に
ご
執
筆
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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元ホテルを改装して作られた施設には、安念施設長が看護師として地域を訪問し
ていたころに得た経験が随所に生かされている（左がリポーターの大川義弘理事）

小規模多機能型居宅介護 
理事　大川　義弘（金沢市・内科） 

高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 
おたっしゃホーム城北 訪問先 

シリーズ 
（年4回予定） 6

Reporter

お
た
っ
し
ゃ
ホ
ー
ム
城
北

は
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
二
十
床
と
、
通
所
介
護

の
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
施
設
で
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
元
ホ
テ
ル
だ

っ
た
建
物
を
改
装
し
て
つ
く
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
玄
関
を

入
る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
以
前
は
ホ
テ
ル
マ
ン
が
立

っ
て
い
た
所
に
、
今
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
立
っ
て

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
ホ
テ
ル

を
買
い
取
っ
て
施
設
づ
く
り
を

す
る
と
き
に
、
地
域
訪
問
を
し

て
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
（
地

域
で
は
一
人
や
二
人
く
ら
し
の

元
ホ
テ
ル
を
改
装
し
て
利
用 

自
由
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で 

取材協力者 

施設長 ； 安念 静枝さん 
 

小規模多機能型居宅介護 

おたっしゃホーム城北 

連絡先 
 

○金沢市北安江2丁目10-18 
○TEL 076-232-8801 
○http://www.ishi-kinikyo.net/ 
          otasya_home/index.htm 
 

・井沢　宏夫 顧問（金沢市・内科） 
・大川　義弘 理事（金沢市・内科） 
・喜多　　徹 副会長（野々市町・内科） 
・杉野洋一郎／橋爪真奈美（事務局） 

保険医協会取材者 

職員を常勤雇用できる予算措置が
必要・・・と語る安念静枝施設長

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
、
介
護

施
設
が
で
き
れ
ば
安
心
、
銭
湯

が
な
く
な
り
と
て
も
不
便
、
み

ん
な
の
集
ま
る
場
所
が
な

い
・
・
・
な
ど
）
を
も
と
に
つ

く
っ
た
と
安
念
静
枝
施
設
長
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
は

「
泊
ま
り
」（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
と
「
通
い
」（
通
所
介
護
）

と
「
訪
問
介
護
」
の
三
つ
の
機

能
か
ら
な
り
、
同
じ
職
員
が
在

宅
ケ
ア
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
と
な
じ
み
の
関
係
で
、

か
つ
生
活
の
場
を
知
っ
て
の
ケ

ア
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
金
沢
市
で
三
施
設
と
な
っ

て
お
り
、
十
九
の
日
常
生
活
圏

域
に
一
カ
所
設
置
さ
れ
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

お
た
っ
し
ゃ
ホ
ー
ム
城
北

は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
金
沢

市
で
第
一
号
の
小
規
模
多
機
能

居
宅
介
護
施
設
と
し
て
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
五
人
の
定
員

で
、
二
十
三
人
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
八
十
歳

で
、
認
知
症
の
方
が
九
割
を
占

め
ま
す
。
認
知
症
の
方
に
と
っ

て
、
な
じ
み
の
関
係
で
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

通
い
と
訪
問
介
護
を
別
々
に
受

け
て
い
た
と
き
は
、
い
わ
ゆ
る

介
護
へ
の
抵
抗
が
強
か
っ
た
方

が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
い
ろ
ん
な
ケ
ア
の

受
け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
と
の
話
は
印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、

同
じ
通
所
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
あ

る
人
は
夫
が
仕
事
に
出
か
け
る

朝
七
時
か
ら
夫
が
帰
っ
て
く
る

夜
八
時
ま
で
と
か
、
あ
る
人
は

お
昼
の
十
一
時
に
来
て
昼
食
を

食
べ
て
帰
る
と
か
、
個
々
の
利

用
者
の
状
況
に
き
め
細
か
く
対

応
し
て
い
る
点
で
す
。
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
自
由
度
が
高
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
よ
っ
て
、
小
規

模
多
機
能
居
宅
介
護
を
受
け
る

前
に
は
頻
回
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
必
要
だ
っ
た
の
が
、
む
し
ろ

少
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
る
な

ど
、
自
立
支
援
に
と
っ
て
も
優

れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
ま
し
た

が
、
職
員
に
と
っ
て
は
大
変
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

医
療
面
で
は
、
二
十
三
人
の

利
用
者
は
七
つ
の
医
療
機
関
に

そ
れ
ぞ
れ
か
か
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
定
期
的
診
察
や
訪
問

診
察
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

関
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

る
か
か
り
つ
け
医
は
、
定
期
的

に
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
利

用
時
に
、
利
用
者
の
顔
を
見
に

来
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
急

病
時
に
は
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
行
っ
て
も
ら
う
か
、
家

族
の
同
意
の
下
に
お
た
っ
し
ゃ

ホ
ー
ム
城
北
の
嘱
託
医
に
対
応

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ

の
事
業
所
が
や
る
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
を
や
ろ
う
に

も
ほ
か
の
事
業
所
の
人
の
参
加

が
な
い
の
で
、
医
師
と
の
連
携

は
と
て
も
大
事
と
施
設
長
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
医

師
へ
の
情
報
提
供
が
介
護
側
か

ら
少
な
い
の
も
事
実
で
、
利
用

者
を
中
心
に
し
た
情
報
共
有
が

医
療
・
介
護
双
方
に
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
仕
掛
け
作

り
も
保
険
医
協
会
の
役
目
だ

と
、
参
加
者
の
一
人
が
言
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｇ
や
イ
ン
ス

リ
ン
の
三
回
打
ち
な
ど
の
医
療

依
存
度
の
高
い
人
の
受
け
入
れ

は
、
や
は
り
困
難
と
の
こ
と
で

し
た
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

は
、
い
わ
ゆ
る
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
で
、
金
沢
市
が
独
自
に

サ
ー
ビ
ス
単
価
に
上
乗
せ
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
施
設
長
の
安
念
さ
ん

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通

常
の
ケ
ア
マ
ネ
が
や
る
業
務
と

同
じ
仕
事
量
を
必
要
と
す
る
の

に
そ
れ
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
不
満
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。
収
支
は
ト
ン
ト
ン
と
の
こ

と
で
す
が
、
介
護
職
員
の
非
常

勤
採
用
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く

ト
ン
ト
ン
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

取
材
が
終
わ
っ
て
帰
る
と
き

に
、
通
常
の
通
所
介
護
の
人
は

全
員
帰
っ
て
い
た
の
に
、
小
規

模
多
機
能
居
宅
介
護
の
「
通

い
」
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
る

時
間
が
ま
ち
ま
ち
で
、
数
人
が

残
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

玄
関
前
で
集
合
写
真
を
と
っ

た
の
で
す
が
、
何
の
違
和
感
も

な
く
、
利
用
者
の
人
や
職
員
の

人
も
一
緒
に
写
真
に
収
ま
り
パ

チ
リ
。
そ
の
後
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

介
護
職
員
の
非
常
勤
採
用
で 

よ
う
や
く
、
ト
ン
ト
ン
の
収
支 

「小規模多機能型居宅介護」とは、2006 年４月の介護保険制度改正により創設された

地域密着型サービスのひとつです。そのモデルとなったのは、1980 年代半ばから全国各

地で草の根的につくられていった「宅老所」であると言われています。

宅老所は、既存の介護保険制度の枠ではケアしきれない高齢者に、「通い」「訪問」「泊

まり」さらには「住まい」をも提供するといった多岐にわたる機能を持ち合わせていま

した。そのノウハウを生かしてつくられたのが「小規模多機能型居宅介護」ですが、未

だ全国的に参入する事業所は少ないようです。

それは、事業所側からみると、介護度別の包括単位（いわゆるまるめ方式）であるた

め、提供するサービス量が多い割に介護報酬が低い、「24 時間 365 日切れ目のないケア

を提供」とうたっていますが、少ない人員配置で働く職員は疲弊しているということが

理由としてあげられます。

一方、利用者側からみると、これまで利用していた主に福祉系介護サービスを利用で

きなくなるといったデメリットもあります。

また、医療との関係では、人員基準上、医師・看護師の配置義務はなく、泊まりの時

の往診、訪問診療等は可能です。2009 年介護報酬改定では、立ち上げ間もない事業所を

支援するために「事業開始時期支援加算」が新設され、また「泊まりの利用者がいない

ときは、夜間の介護従事者を配置しなくてよい」や施設基準が緩くなるなど、多くの事

業所が参入しやすいように誘導されました。今後の介護保険施策を引き続き注視してい

く必要があります。

小規模多機能型居宅介護とは？ 小規模多機能型居宅介護とは？ 
用語解説・コラム 
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インターネットの時代となり、メディアのあり方が大きく変わった。旧

態依然とした、新聞、雑誌、テレビに代わり、ネットでのブログ、メー

ル、ネット放送などを利用しての情報伝達がなくてはならないものとなっ

た。今回はネットの世界で有名になった、二人の著作について論じる。ど

ちらも優れた現代米国論と思う。合わせて、平和問題についてのネットで

伝えられた最新情報も紹介する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①世界がドルを棄てた日

著者の田中宇（サカイと読む）氏は、1961 年生まれ、共同通信社、マ

イクロソフト社を経て 1996 年独立。「田中宇の国際ニュース解説」を

Web およびネット配信で開始。田中氏のニュースの特徴は、ネット上に

世界中から発信される膨大なニュースソースを迅速に整理・分析して独自

の視点で解説する点にある。その分析は既存のメディアのニュース解説と

は違うユニークなもので、そこがネット上で人気があるところだろう。

彼のネットおよび本書を通じての主張の根幹は、「米国がイラク、アフ

ガンなどで拙劣な戦術で、勝てそうもない泥沼の闘いをやっている。一方

で今や金融危機でドルの衰退を招いている。これらの一連の行動は、米国

一極覇権主義から多極化を意図的にしているのであり、ブッシュ前大統領

やチェイニー前副大統領などは“隠れ多極主義者である”」というもので、

田中氏の独特の仮説を述べている。本書では、踏み込んで多極化説の元と

なる歴史的な背景を解説している。そもそも「覇権」とは武力を使わず他

国に影響を持つことであり、第二次世界大戦前は英国が覇権を保持し、こ

れをユダヤネットワークが支えたと分析。戦後は覇権が米国に移ったが、

なお英国－イスラエル－米軍産複合体勢力連合と、ニューヨークの資本家

（世界的な取引で経済を拡大した方が良いという多極主義者）の対立が続

き、今回の金融危機で最終的に後者の勝利となったと解説している。ま

た、ニクソン、キッシンジャー、レーガンなども隠れ多極主義者であると

指摘、ここらあたりが真偽はともかく面白いところである。

結論として、田中氏は今後の日本の進路に悲観していない。米国の覇権

が弱まった今こそ、対米従属主義を改め、中国などアジアとの関係重視の

チャンスであると論じている。

②アメリカモデルの終焉　－金融危機が暴露した虚構の労働改革－

作家村上龍が主宰するネットマガジン JMM（Japan Mail Media）は発

行部数 13 万部を誇る超人気ネットマガジンで、金融、医療（医療系サイ

トで有名なMRIC よりの転載）情報、アフリカ、オランダ、ケニア、韓

国などからの定期レポートのほか、毎週土曜日には今回紹介する、冷泉彰

彦氏の「from 911/USAレポート」が配信される。

冷泉氏は、米国ニュージャージー州に在住し、米国の良い面も悪い面も

的確に紹介し、毎回新鮮で面白いレポートと評価されている。

本著作は企業の人事管理の専門家として、日米両国の企業の人事、組

織、労働環境についての優れた比較論である。

近年日本型の終身雇用、年功序列などの労働環境が時代遅れとして、米

国式の成果主義を取り入れようとしたが、見事に失敗に終わっている。こ

の原因は、個人主義が確立した国とそうでない国との組織のあり方の違い

から来ていることを分かりやすく解説。また。日本が導入しようとした

「ホワイトカラーエグゼンプション」も間違った解釈で（意図的に）導入

しようとしたことを手厳しく指摘している。

後半では、米国では初等教育から高等教育まで、一貫して「議論する」

「プレゼンテーションする」ことをたたき込まれるが、このことで一部エ

リートが唯我独尊となり、今回の金融危機到来の一つの原因になったと論

じている。最後の章では、今後の日本の大学教育にもっと実学的な職業訓

練をするべきとし、それにより必然的に今後進む格差社会において、階層

間で移動可能な社会構築がなされるであろうと論じている。

優れた日米両国の文化比較論であり、医療とは直接の接点はないが、お

勧めの一冊である。

冷泉氏の「from 911/USAレポート」最新号で、オバマ米大統領が４月

５日訪問先のプラハにおいて、核廃絶を具体的に提唱したが、今後、日本

を訪問する際、広島に行き原爆慰霊碑の前で初の献花と原爆投下について

謝罪をする可能性があると報じている。ご存じのとおり、米国は今まで一

貫して広島、長崎の原爆投下の正当性を主張してきたが、その大統領が謝

罪するとは・・・。もちろん米国には「草の根保守」の強力な地盤があ

り、実現は簡単なことではない。しかし、実現できれば、核廃絶と世界の

平和に画期的な一歩となると思う。

そんな米国での最新の「空気」を伝えてくれるのも、ネットマガジンの

良さでもある。

田中、冷泉両氏の共通の主張として、もはや日本は、外交・安全保障、

ビジネスにおいても、米国に盲従することなく、自立の道を歩むことの必

要性について述べている。賛同できる結論と思う。

②アメリカモデルの終焉
－金融危機が暴露した虚構の労働改革－
●著者：冷泉彰彦
●出版：東洋経済新報社（2009 年２月）

①世界がドルを棄てた日
●著者：田中宇
●出版：光文社（2009 年 1月）

○テーマ─ ○テーマ─ ネットの巨人達が書いた米国論 
喜多　徹（野々市町・内科） 
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複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
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読書教室 

社会情勢を考える一助に。ぜひ、一冊ご購入を  
理事　斉藤　典才（金沢市･外科） 

年末に行われた「年越し派遣村」はメディアに大きく取り上げ
られ、「貧困・格差」に対する市民の怒りが現わされ、かつ、その運
動の広がり（連帯）が全国へ波及していく象徴的な取り組みであ
った。本来、日本は憲法によって基本的人権、生存権が保障され、
国はどんな一人たりとも、その権利が遂行されるべく責任がある。
しかしこの10年～20年の政策を振り返ると、とてもそうはなって
おらず、ある政治家の言葉だが、「努力したものが報われるような
社会」、裏を返せば落ちこぼれたのは本人の責任、そういう弱者に
冷たい国、社会保障の整備されていない国となってしまった。 
弁護士の尾藤廣喜氏は、元は厚労省官僚であったが、今は厚生
労働省を相手にした多くの裁判を抱えている方で、今の貧困・格

差の拡大が「構造改革」路線によるものだとし、この問題を様々な
角度から力強く追及している。 
「年越し派遣村」の村長さんを務めた湯浅誠氏は、昨年この石川
でご講演いただき、その内容が加筆修正されたものを寄稿された。
講演を聞かれていない方には、ぜひ読んでいただきたい。ほかにも、
貧困問題に詳しい伍賀一道論文や、タクシー労働者の実態を克明
に追求した広田美代論文、コムスン問題や、医療関連死をめぐる
諸問題と第三者機関の問題など、多くの読みごたえのある論文が
収載されている。 
会員の方々には、現代の社会情勢を考えるにあたり、ぜひ参考
にしていただきたい一冊である。 

『医療･福祉研究』2009年・第18号 ■新刊案内 ○お申し込みは保険医協会まで…076（222）5373

（A5判・129頁） 
1冊　1,000円（送料別） 
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（解答は2面にあります） （解答は2面にあります） 

持
駒
　
角
金 

黒先　8分で1、2級以上 
〈ヒント〉 黒1、3の好手順で白を 
 仕留めます。 

〈ヒント〉竜の守りに注意、 
 手筋の連発です。 
 10分で2級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

桂 

玉 

初級編 初級編 

竜 

歩 角 歩 歩 

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー         ◆◆ 117◆◆

囮
（
お
と
り
）
鮎
の
鼻
に
直
径
六
ミ
リ
ほ
ど
の
鼻
環
を
通

し
、
尻
ビ
レ
近
く
に
掛
け
針
を
セ
ッ
ト
し
て
川
の
流
れ
に
そ

っ
と
放
ち
、
九
メ
ー
ト
ル
の
竿
を
操
り
ポ
イ
ン
ト
へ
と
誘
導

す
る
。
わ
ず
か
〇
・
〇
六
ミ
リ
の
糸
に
付
け
た
目
印
と
、
竿

か
ら
伝
わ
る
情
報
に
神
経
を
集
中
す
る
。

「
ガ
ツ
ン
！
」、
突
然
目
印
が
吹
っ
飛
び
、
竿
か
ら
野
鮎
の

激
し
い
手
ご
た
え
が
伝
わ
る
。
強
い
引
き
を
竿
で
し
っ
か
り

た
め
て
主
導
権
を
取
り
戻
し
、
左
手
に
構
え
た
タ
モ
網
の
中

に
野
鮎
を
取
り
込
ん
だ
ら
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！　

釣
れ
た
て
の

鮎
を
新
た
な
囮
に
し
て
、
ゲ
ー
ム
再
開
。
そ
う
、
私
の
趣
味

は
鮎
の
友
釣
り
で
あ
る
。

一
年
魚
で
あ
る
鮎
は
、
早
春
に
海
か
ら
川
へ
と
遡
上
す
る

と
水
棲
昆
虫
を
捕
食
し
て
成
長
し
、
六
月
ご
ろ
か
ら
は
川
底

の
石
の
表
面
に
繁
殖
す
る
藻
類
を
主
食
と
す
る
が
、
成
長
に

十
分
な
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
一
定
の
広
さ
の
縄
張
り
を

形
成
し
、
侵
入
者
に
対
し
て
は
体
当
た
り
で
排
除
し
よ
う
と

す
る
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
の
が
友
釣
り
で
あ

る
。私

が
鮎
の
友
釣
り
を
習
っ
た
の
は
大
学
二
年
の
夏
、
師
匠

は
父
で
あ
る
。
長
い
夏
休
み
に
退
屈
し
て
い
た
私
を
岐
阜
県

の
宮
川
に
連
れ
出
し
、
友
釣
り
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
偶
然
に
も
掛
か
っ
た
十
五
セ
ン
チ
ほ

ど
の
野
鮎
に
引
っ
張
ら
れ
、
竿
と
タ
モ
網
を
手
に
川
の
中
を

走
り
回
り
、
父
に
大
笑
い
さ
れ
な
が
ら
も
初
め
て
の
一
匹
を

手
に
し
た
時
の
ス
リ
ル
と
興
奮
は
、
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚

え
て
い
る
。

幸
い
に
も
北
陸
地
方
に
は
鮎
釣
り
に
適
し
た
川
が
数
多
く

流
れ
て
お
り
、
福
井
県
の
足
羽
川
や
九
頭
竜
川
、
石
川
県
の

手
取
川
、
富
山
県
の
庄
川
や
神
通
川
、
岐
阜
県
の
宮
川
な

ど
、
父
の
運
転
手
兼
荷
物
持
ち
と
称
し
て
釣
行
し
、
腕
を
磨

い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
失
敗
談
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
雨
の
中
で

一
日
の
釣
り
が
終
わ
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
着
替
え
を
し
よ

う
と
し
て
、
つ
い
う
っ
か
り
車
に
鍵
の
閉
じ
こ
み
を
し
て
し

ま
い
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
が
来
る
ま
で
二
時
間
も
待
っ
た
こ
と
、
護
岸

の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
上
を
歩
い
て
い
て
隙
間
に
落
ち
て
し
ま

い
急
所
を
打
っ
て
悶
絶
し
た
こ
と
、
釣
り
を
始
め
る
前
に
木

に
竿
を
引
っ
掛
け
て
折

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
、
今
と
な
っ
て
は
笑

い
話
と
し
か
言
い
よ
う

が
無
い
。

鮎
釣
り
に
は
、
食
べ

る
楽
し
み
も
あ
る
。
天

婦
羅
や
唐
揚
げ
、
そ
ろ

ば
ん
な
ど
、
色
々
な
食

べ
方
が
あ
る
が
、
や
は

り
塩
焼
き
が
一
番
！　

し
か
も
河
原
で
釣
り
た

て
の
鮎
に
踊
り
串
を
打
ち
、
炭
火
で
じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
た

も
の
が
最
高
で
あ
る
!!　

身
の
淡
白
な
甘
さ
と
腹
の
ほ
ろ
苦

さ
が
何
と
も
言
え
な
い
美
味
さ
は
、
鮎
釣
り
を
す
る
者
だ
け

が
味
わ
え
る
特
権
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

私
は
友
釣
り
を
介
し
て
、
同
業
や
人
生
の
先
輩
方
、
異
業

種
の
方
な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、
そ
の
距
離
を

縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
解
消
を
兼
ね

て
、
友
釣
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
も
、
も
う
す
ぐ
解
禁
日
が
や
っ
て
来
る
。
形
見
の
竿

で
釣
っ
た
鮎
を
、
父
の
所
へ
持
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
・
・
・
。

 

鮎
釣
り
と
私

白
石　

貴
城
（
内
灘
町
・
歯
科
）

三宅　靖（金沢市・内科） 

メガホテルグループ大ピンチ !

その 6

三 宅 ド ク タ ー の  

ラスベガスふたたびラスベガスふたたびラスベガスふたたびラスベガスふたたび
6回シリーズ 

（最終回） 

前
回
は
、
筆
者
が
危
う
く
帰

国
便
に
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
っ

た
事
例
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た

が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、
そ
ん

な
ピ
ン
チ
と
は
、
ま
っ
た
く
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の

大
き
な
危
機
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
街
は
、
ス
ト

リ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
目
抜
き
通

り
の
両
側
に
数
多
く
の
高
級
ホ

テ
ル
が
林
立
す
る
形
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
十
軒

近
い
ホ
テ
ル
を
所
有
し
て
い
る

Ｍ
Ｇ
Ｍ
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
グ
ル
ー
プ

が
、
大
変
な
資
金
難
に
陥
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
。
景
気
の

悪
い
話
ば
か
り
で
申
し
訳
な
い

の
で
す
が
、
今
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
状
況
（
惨
状
？
）
を
象
徴
す

る
よ
う
な
出
来
事
で
す
の

で
、
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

筆
者
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
関

す
る
情
報
を
、
診
療
の
ヒ
マ
な

時
な
ど
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
い
ま
す
。
公
務
員
な

ら
「
職
務
専
念
の
義
務
に
反
す

る
」
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ご
勘
弁

を
・
・
・
ほ
ぼ
毎
日
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
大

全
」
と
い
う
サ
イ
ト
の
記
事
に

日
経
新
聞
の
記
事
が
転
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
Ｍ
Ｇ

Ｍ
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
グ
ル
ー
プ
が
シ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
継
続
に

必
要
な
二
億
ド
ル
の
債
務
を
期

限
内
に
返
済
し
た
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ

時
、「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
？
」

と
思
い
ま
し
た
。
何
し
ろ
借
金

を
返
し
た
こ
と
が
、
り
っ
ぱ
な

記
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
某
開
業
医
、
診
療
所
の
開
設

資
金
を
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
投
入
し
、
返
済
不
能

に
！
」
と
か
で
は
な
く
て
、
当

た
り
前
に
借
金
の
返
済
を
し
た

こ
と
が
、
さ
も
重
大
事
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

Ｍ
Ｇ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｕ
Ａ

Ｅ
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
ド

バ
イ
ワ
ー
ル
ド
か
ら
の
資
金
援

助
を
受
け
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
中
心

街
に
高
級
カ
ジ
ノ
ホ
テ
ル
・
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
な
ど
を

併
せ
持
っ
た
「
シ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
構
想
」
な
る
も
の
を
ぶ
ち
あ

げ
、
今
年
中
に
は
完
成
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
初

五
十
億
ド
ル
と
さ
れ
て
い
た
建

設
資
金
は
次
々
と
膨
れ
上
が

り
、
八
十
億
ド
ル
以
上
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
日
本

円
で
約
八
千
億
円

で
す
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
想
像
が
つ
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
が

昨
年
来
の
世
界
同

時
不
況
の
あ
お
り

を
受
け
、
債
務
不

履
行
寸
前
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
の

で
す
。

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
、
そ
の

完
成
前
か
ら
分
譲
が
募
集
さ

れ
、
そ
の
購
入
に
よ
っ
て
得
た

資
金
を
さ
ら
に
建
設
資
金
に
回

す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
の

で
す
が
、
不
動
産
市
場
は
完
全

に
冷
え
込
み
、
思
う
よ
う
に
分

譲
も
進
み
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
既

存
の
カ
ジ
ノ
か
ら
の
収
入
の
激

減
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
た
ち

ま
ち
資
金
繰
り
に
窮
す
る
事
態

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
つ
い
に

Ｍ
Ｇ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
は
、
傘
下
の

カ
ジ
ノ
ホ
テ
ル
の
売
却
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
も

一
軒
が
す
で
に
身
売
り
さ
れ
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
以
外
で
も
数
件
の

ホ
テ
ル
が
売
却
予
定
と
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
で
も
資
金
難
は
深

刻
で
、
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
構
想

は
ネ
バ
ダ
砂
漠
の
中
の
文
字
通

り
「
砂
上
の
楼
閣
」
と
な
る
、

い
や
楼
閣
と
し
て
の
姿
さ
え
見

せ
ず
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
名
前

の
ご
と
く
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
（
蜃
気

楼
）
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

さ
え
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
わ
れ
わ
れ
観
光
客
に

与
え
る
影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
カ
ジ
ノ
が
誰
の
も
の
で
あ

ろ
う
と
自
分
に
は
関
係
な
い
と

い
う
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
街
の
リ
ピ
ー
タ

ー
と
し
て
は
、
気
に
な
る
こ
と

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
最
大
の
懸
念
は
、
治
安
の

悪
化
で
す
。
現
在
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
失
業
率
は
一
〇
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
悪

化
す
れ
ば
、
治
安
に
対
す
る
不

安
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
大
通
り
は
深
夜
に
女

性
が
一
人
で
歩
い
て
い
て
も
ま

ず
安
全
で
し
た
が
、
少
し
注
意

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
カ
ジ
ノ

側
が
利
益
を
確
保
す
る
た
め

に
、
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
改
悪

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
気
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
で
さ
ら
に
客
足

が
遠
の
く
と
悪
循
環
と
な
り
、

こ
の
街
自
体
が
衰
退
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
に
も
な
り
ま

す
。さ

て
、
こ
の
連
載
も
、
お
約

束
の
六
回
を
書
き
あ
げ
て
一
区

切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
拙
文
に
お
付

き
合
い
い
た
だ
い
た
読
者
の
皆

様
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
街
自
体

が
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
筆
者
は
も
う
少
し

こ
の
街
の
変
化
を
見
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
報
告
す
る
機
会
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
そ

の
日
ま
で
・
・
・
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


